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衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
児
童
生
徒
の
暴
力
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
児
童
生
徒
の
暴
力
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
、
二
及
び
七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
暴
力
行
為
が
増
え
て
い
る
根
本
的
な
原
因
究
明
と
そ
れ
に
対
す
る
解
決
方
法
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
「
令
和
二
年
度 

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上

の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
及
び
こ
れ
を
踏
ま
え
た
対
応
の
充
実
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
令
和
三
年
十
月
十
三
日
付
け

三
初
児
生
第
二
十
八
号
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
長
通
知
。
以
下
「
通
知
」
と
い
う
。
）
を
発
出
し
、
都

道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
「
暴
力
行
為
の
発
生
件
数
が
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
の
積
極
的
な

認
知
が
暴
力
行
為
の
把
握
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
犯
罪
に
な
ら
な
い
初

期
段
階
の
も
の
で
も
暴
力
行
為
と
捉
え
、
指
導
し
て
い
る
結
果
と
い
う
点
で
は
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
」
こ
と
、
「
教
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
、
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
取
組
や
家
庭
・
地
域
社
会
等
の
理
解
を
得
て
地
域
ぐ
る
み
で

の
取
組
を
推
進
す
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

教
育
相
談
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
」
、
「
暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動
を
繰
り
返
す
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
出
席
停
止
制
度

の
措
置
を
と
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
ず
に
検
討
し
、
犯
罪
行
為
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
学
校
だ
け
で
抱
え
込
む
こ
と
な



 

２ 

 

く
、
直
ち
に
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
、
毅
然
と
し
た
対
応
を
と
る
こ
と
」
、
「
い
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行
為
そ
の
他
生
徒

指
導
上
の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
校
長
を
中
心
に
、
学
校
が
組
織
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
事
案
に
応

じ
て
設
置
者
（
教
育
委
員
会
等
）
へ
の
報
告
及
び
そ
の
指
示
に
基
づ
く
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
」
等
を
示
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
同
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
そ
の
旨
を
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
て
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

幼
稚
園
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
告
示
す
る
幼
稚
園
教
育
要
領
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学

省
告
示
第
六
十
二
号
）
及
び
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
内
容
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
す
る
保
育
所
保
育
指
針
（
平

成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
十
七
号
）
に
お
い
て
、
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
と
し
て
「
し

て
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
分
か
り
、
自
分
の
行
動
を
振
り
返
っ
た
り
、
友
達
の
気
持
ち
に
共
感
し
た
り
し
、
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
等
を
示
し
た
上
で
、
「
指
導
す
る
事
項
」
等
と
し
て
「
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が

あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
」
こ
と
及
び
「
友
達
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
思
い
や
り
を
も
つ
」
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
幼
稚
園
及
び
保
育
所
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
「
生
徒
指
導
、
家
庭
教
育
支
援
及
び
児
童
健
全
育
成
に
係
る
取
組
の
相
互
連
携
の
推
進
に
つ
い



 

３ 

 

て
（
依
頼
）
」
（
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日
付
け
二
十
八
生
参
学
第
二
号
・
二
十
八
初
児
生
第
八
号
・
雇
児
総
発
第
〇
五

二
〇
第
一
号
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
男
女
共
同
参
画
学
習
課
長
及
び
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
長
並
び
に
厚
生

労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
総
務
課
長
連
名
通
知
）
を
発
出
し
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
、
「
生
徒
指
導
の

推
進
に
当
た
り
、
問
題
行
動
等
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
学
校
内
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
実
態
把
握
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
学
校
は
、
日
頃
か
ら
家
庭
と
の
協
力
関
係
を
築
く
と
と
も
に
、
地
域
に
お

い
て
家
庭
教
育
支
援
を
担
う
子
育
て
や
教
職
の
経
験
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
係
者
や
、
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
関
係
者
、
児
童
館
等
の
関
係
者
な
ど
と
円
滑
な
連
携
を
図
れ
る
体

制
を
構
築
し
、
情
報
共
有
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
校
内
の
支
援
体
制
へ
の
活
用
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」

を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
そ
の
旨
を
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
て
周
知
し
て

ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

教
職
員
が
勤
務
中
に
児
童
生
徒
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
負
傷
等
を
被
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法

（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
「
公
務
上
の
災
害
」
又
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和



 

４ 

 

二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
「
業
務
災
害
」
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

通
知
に
お
い
て
、
「
い
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行
為
そ
の
他
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
校
長
を

中
心
に
、
学
校
が
組
織
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
事
案
に
応
じ
て
設
置
者
（
教
育
委
員
会
等
）
へ
の
報
告
及
び
そ
の

指
示
に
基
づ
く
対
応
が
求
め
ら
れ
る
」
と
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
対
教
師
暴
力
を
受
け
た
教
員
に
対
す
る
フ
ォ

ロ
ー
体
制
や
、
対
暴
力
の
研
修
制
度
の
充
実
」
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
実
情
等
に
応
じ
て
、
各
学
校
及
び
そ
の
設

置
者
の
判
断
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


